











年～1942 年、台湾が 1940 年～1949 年（計画上）、「満洲国」は 1942 年以降に実行された
















































が「国民教育ノ骨髄トナルベキ人々ヲ養成」することを目的に 1918 年 5 月に設置した。



























赴任後に上級学校に進んだ事例は 55 件（広島文理大へ進学 43 人、広島高師専攻科 11 人、
京都帝大 14 人）で、広島高師卒業生 5703 人中の約１％である。逆に上級学校から外地に


































一次大戦と重なる。ただし 1918 年に占有率が最高に達して後は横這いとなる。外地は 1908








ブロック毎にまとめ、上位 3 県を示したのが【表 2－2】である。近畿では大阪が約半数の
319 人と最多である。中国四国では広島が 267 人と最多で、山口が 123 人と続く。広島高
師の「お膝元」として、広島には着実に尚志会員が集まっていった。その多くは教員として
広島に留まっており、「教育の総本山」としての権威は広島で特に強く働いたと思われる。
九州沖縄では福岡が 184 人、熊本が 128 人である。「外地」は朝鮮 251 人、満洲 94 人、台
湾 86 人とつづく。そこで、以下第 3 章では「外地」への転出状況について、経年的に分析
する。
府県 人数 府県 人数 府県 人数
北海道・東北 北海道 85 福島 40 秋田 29
関東・甲信越 東京 165 新潟 54 長野 39




近畿 大阪 319 京都 102 滋賀 62
中国・四国 広島 267 山口 123 岡山 86
九州・沖縄 福岡 184 熊本 128 鹿児島 114








朝鮮の潮目は、1922 年から 23 年（46→61）、1925 年から 26 年（84→102）、1935 年か
ら 38 年（187→202→220→251）にあるように見える。台湾はなだらかに増加していく。













わっていると思われる。先に見たように、朝鮮での尚志会員の増加は 1920 年代半ばと 1930
年代半ば以降に集中した。朝鮮の中等教育機関数を【図 3-2】に示した。すると、【図 3-1】
で確認できたように、1922 年から 26 年と 1935 年以降の朝鮮における尚志会員数の増加と
【図 3-1】「外地」への尚志会員の広がり 
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人、京城師範 25 人、京城女子師範 4 人、京城第一高等普通学校 20 人、京城女子高等普通
『朝鮮総督府統計年報』各年度より作成。
【図 3-2】 朝鮮における中等教育機関数の変遷 
校数 学級数 校数 学級数
学校新設 40 236 7 90
中学 9 65 2 25
高女 12 56 2 20








件 朝鮮関係』I-31 より作成 
【表 3 1】中等教育機関拡充計画 
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年に渡辺勝也（文科第三部甲 1929 年卒、広島文理科大学教育学科教育学専攻 1932 年卒）、










1931 年に朝鮮大邱中学校長に転出し、少なくとも 1943 年まで在職した(19)。 
京城第一高普では長谷了慶（博物学部、1907 年卒）が旧韓末の 1909 年に韓国政府に招
かれ、韓国併合後の 1910 年に朝鮮京城官立外国学校教諭となったことを嚆矢とし、1912 年
に古谷伝一（数物化学部、1906 年卒）植田寅太郎（地理歴史部、1907 年卒）竹田喜久雄（数
物化学部、1908 年卒）が京城高普に赴任する。同校の特徴は、上級学校を経て着任した者
が多いことである。具体的には 20 人中、京都帝大 4 人、東北帝大 1 人、広島文理科大学 4
人であった。1932 年に和田英正（数物化学部、1908 年卒）が校長に着任する。和田は初代





長時代に実現させることができた。さらに和田校長時代に採用された 6 人中 4 人が、広島
文理科大学を卒業している。逆に上級学校を経ていないで赴任したのは、1921 年までに赴
任した 7 人のみであった。1922 年以降は上級学校、特に京都帝大または広島文理科大学を
経ていることが尚志会員として同校に赴任するための前提になっていたと考えられる。
京城第二高女に最初に赴任した尚志会員は 1922 年赴任の三明和郎（博物学部、1914 年
卒）である。香川県立三豊中学校教諭、兵庫県立第二神戸中学校教諭及び第一神戸中学校教
諭、群馬県立前橋中学校教諭を経て着任した。翌 1923 年に一由信五（英語部、1915 年卒）
が赴任する。茨城県立土浦中学校教諭、三重県立第一中学校教諭、千葉県立木更津中学校教









1907 年卒）である。尾形は熊本県師範学校教諭兼訓導を経て 1913 年に朝鮮総督府京城中


















京帝大 1 人（崔允植）、広島高師研究科 1 人（白井（中村）規一）、徳育専攻科 1 人（市村秀







範最後の校長として 1945 年 9 月 30 日に閉校集会を行った(23)。 
最後に、京城中学校の尚志会員について触れる。1938 年までにのべ 13 人の尚志会員が
赴任した。最初に赴任したのが、小菅昌三（博物学部、1911 年卒）と正井芳樹（英語部、
1912 年卒）の二人である。1921 年まで 4 人から 5 人の尚志会員が赴任するが、1922 年以










大連二中では丸山英一（英語部、1908 年卒）が 1924 年に大連一中から大連二中に転出
し、翌 25 年に校長に昇進すると、新里朝明（数物化学部、1915 年卒）山田吉久（文科第二
部、1922 年卒）大坪隆良（文科第三部、1924 年卒）の 3 人が大連二中に採用された。1938
年に二中校長として細萱庫三（英語部 1911 年卒、徳育専攻科 1929 年卒）が就任する。 
大連弥生高女は 1919 年に大連市立実科高等女学校として設立され、1922 年に大連市立
高等女学校に改称し、1928 年に大連市立弥生高等女学校となった。まず 1923 年に羽田勗
（理科第三部、1922 年）が関東庁大連市立高等女学校教諭に尚志会員として初めて赴任す
る。羽田は 29 年に津市立高等女学校に転出するが、同 29 年に山口勲（国語漢文部、1916
年卒）、30 年に柳生亮三（理科第三部、1928 年卒）、31 年に前述の細萱庫三、沢英久（理科
第一部、1927 年卒）、日置正臣（理科第三部、1931 年卒）が弥生高女に赴任する。1932 年
に細萱庫三が校長に就任すると同じ年に 3 人が、翌 33 年にはさらに 4 人が採用された。最






から上級学校に進学した者は 6 人、その逆は 4 人であり、上級学校ヘのステップアップと
して大連での教職を利用したと考えられる。
最初に旅順の中等学校に着任した尚志会員は、1916 年に旅順高等学堂に着任した林真英
（英語部、1909 年卒）である。しかし彼は 2 年しかおらず、1918 年に大阪府立第十一中学
校に転出する。旅順高等学堂は旅順師範学堂、旅順高等公学校と改称する。旅順師範学堂時
代の 1922 年に高橋清顕（文科第一部 1920 年卒、徳育専攻科 1922 年卒）と大町米蔵（教
育科、1922 年卒）が新卒として同校に赴任すると、前任校が関東庁大連中学校だった稲賀









出すると、尚志会員教員は 3 人となり、増加しない。 
このように、尚志会員校長の出現が尚志会員教員の集中を促したと考えられる事例とし
14 
て、旅順師範学校が挙げられる。同校は 1936 年 5 月に設置され、初代校長に板倉操平（国
語漢文部 1913 年卒、徳育専攻科 1921 年卒）が赴任する。同年には松田義実（文科第三部
甲 1926 年卒、）、井貫軍二（第二臨時教員養成所歴史地理科 1931 年卒、広島文理科大学史
学科 1936 年卒）、徂徠俊道（第二臨時教員養成所図画手工科、1933 年卒）の 3 人が赴任す
る。1937 年に徳永保（文科第二部 1931 年卒、広島文理科大学教育学科 1937 年卒）、野村
喜代左エ門（理科第一部 1931 年卒、広島文理科大学数学科 1937 年卒）瓜生茂秋（文科第
一部 1932 年卒、広島文理科大学文学科 1935 年卒）、小野志眞男（広島文理科大学文学科
1935 年卒）、中村三愛（教育科、1937 年卒）が赴任する。1938 年に戸川尚（理科第三部
1931 年卒、広島文理科大学教育学科 1938 年卒）、清水秀芳（第二臨時教員養成所国語漢文
科 1932 年卒、広島文理科大学哲学科 1935 年卒）、高原博（広島文理科大学哲学科 1935 年
卒）、石田茂義（文科第三部甲、1938 年卒）、水無瀬孚（教育学科、1938 年卒）が赴任する。





















かる。同校に 1935 年に山県（寺内）源四郎（文科第一部 1924 年卒、広島文理科大学 1934
年卒）が校長として着任し、同時に宇田文雄（文科第二部、1933 年卒）が赴任する。翌 1936
















台湾では、台北を中心に検討する。台北の各中学校の尚志会員は、台北一中 9 人、二中 4
人、三中 4 人であった。一中は徳永一（数物化学部、1906 年卒）が 1921 年に赴任したこ
とを皮切りに、最終的にのべ 9 人が採用された。しかし、校長を輩出することはなかった。 
三中は大欣鉄馬（国語漢文部、1912 年卒）が 1937 年に校長に就任すると、翌 38 年には 3
人（中村清、井町秀介、糸井寛一）が三中に赴任する。
台北の師範学校では、国語学校・台北第一師範 29 人、台北第二師範 12 人であった。台
北第一師範では 1937 年に大浦清一（国語漢文学部 1917 年卒、京都帝国大学文学部 1924
年卒）が校長に着任する。台湾歴が長い教員が多く、20 年以上は広松良臣、10 年以上は平
塚佐吉、横山鉄太郎、前川治、野上英一、牧茂市郎などがいる。台北第二師範でも 1936 年






校、1917 年に青島中学校が青島守備軍によって設立される。両校は 1923 年に外務省管轄
の居留民団立学校となり、校名に「日本」が挿入される。両校には尚志会員校長が赴任し、
彼らの下に尚志会員教員が集まった(24)。そのため青島への尚志会員集中度が極めて高い。






たと言える。彼が青島高女校長であった 1921 年までの 5 年間に、合計 7 人の尚志会員が赴
任した。しかし桐谷が大阪府立泉南高等女学校長に転出してから 38 年までの 17 年間に同
校に赴任した尚志会員は 5 人に過ぎなかった。2 代校長祝光次郎（1922-24 年）、3 代校長
瓜田友衛（1924-26 年）と尚志会員校長が続くものの、それぞれ 2 年と在職年数が短い。尚
志会員校長の転出が、尚志会員の増加に影響したと考えられる。開校当時の教諭 5 人のう
16 





任する。設立時の教諭は 7 名で、約 7 割を尚志会員が占めた。前述したように、熊谷と江部
は奉天中学校においても上司部下という関係であった。居留民団に移管したあとの 1924 年
に開校当時から青島中教諭だった富岡朝太が校長に昇格する。彼の校長時代 3 年間に尚志
会員 5 人（熊埜御堂策郎、山田厳、大町勝美、新家利一、吉野友喜）が赴任する。1927 年
に富岡は大阪市視学に転出し、小林隆助（東京高師博物学部、1905 年卒）が校長として着
任する。小林校長時代の 3 年間で尚志会員は東海林勇次郎（理科第二部、1921 年卒）と森
田（原）了三（文科第二部、1924 年卒）が赴任したのみである。1930 年に秀島寅治郎（博
物学部、1908 年卒）が教諭として赴任し、翌 1931 年に校長に昇格すると、1935 年までの






尚志会員が集中した大泊の動向を見る。大泊には 1912 年 5 月に樺太庁中学校が開校し、
1925 年に豊原中学校の開校に伴い樺太庁大泊中学校と改称する(26)。また 1915 年 10 月に
私立大泊女学校が設置され、1924 年 8 月に樺太公立大泊高等女学校に変更し、1927 年に
庁立となった(27)。









そのため、藤田弘一（英語部、1912 年卒）が 1921 年に樺太庁中学に赴任すると変化が



















出すると同時に山田五郎（理科第三部、1922 年卒）が初職として赴任するが、2 年後の 1924
年に樺太庁中学に転出する。一方で同年に樺太庁中学校教諭兼大泊高等女学校教諭として
田仲市郎（国語漢文部、1910 年卒）が赴任し、翌 1925 年に大泊高等女学校長に昇格する。
すると 1926 年に前述の瓜田友衛と相田泰三が着任する。しかし田仲の校長としての在任も
3 年と短く、その後尚志会員校長は輩出されない。1938 年までに同校に赴任した尚志会員

































る。大連全体（一中、二中、弥生）で大連から上級学校に進学した者は 6 人、その逆は 4 人
であり、上級学校ヘのステップアップとして大連での教職を利用したと考えられる。
後者の事例としては、京城師範や旅順師範、京城第一高普が挙げられる。京城師範には合
計で 24 人の尚志会員が赴任し、約 4 割が上級学校を経て赴任した。旅順師範では 13 人中
9 人が広島文理科大学の卒業生であった。京城第一高普に採用された尚志会員 20 人中、京






















年に文部省視学官となり、東京帝国大学文科大学教授を経て 1913 年 5 月 15 日に広島高等
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